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令和８年２月 岡崎市文化財保護審議会会議録 

 

開催日時：令和８年２月 13日（金） 午前 10時～午前 11時 45分 

開催場所：岡崎市役所東庁舎７階 701号室 

出席委員：９名 

杉野丞委員（会長）・荒井信貴委員（会長職務代理者）・内田尚之委員、奥田敏

春委員・小早川道子委員・杉坂美典委員・堀江登志実委員・山田伸子委員・渡

邊幹男委員 

欠席委員：１名 

     鷹巣純委員 

説明のために出席した事務局職員：14名      

      浅岡克徳教育部長  

社会教育課：柴田英代課長・浦上大助副課長・岡山幸男文化財係長・遠藤研吾岡崎城跡係長 

浦野加穂子主査・平山優主事・川出康博会計年度任用職員 

公園緑地課（担当課）：本多徳行専門監・津呂幸治計画整備係長・近藤淳公園活用係長・森 

大輔主査 

まちづくり推進課（担当課）：中田真也課長・中村敦景観まちづくり係長 

傍 聴 者：なし 

 

議事内容 

１ 諮問事項 

 ⑴ 市指定史跡岩津城跡の追加指定について【非公開】 

 ⑵ 市指定史跡岡崎城跡の現状変更（サクラの植樹）について【公開】 

 ⑶ 市指定史跡岡崎城跡の現状変更（龍の井修繕）について【公開】 

 ⑷ 岡崎市歴史的風致維持向上計画（第２期）案について【公開】 

２ その他 

  次回の審議会開催について 

 

議題及び議事の要旨 

１ 諮問事項 

⑴ 市指定史跡岩津城跡の追加指定について【非公開】 

 

 ⑵ 市指定史跡岡崎城跡の現状変更（サクラの植樹）について【公開】 

【事務局：説明】 

 資料に基づき、指定調書の概要を説明し、現状変更の是非について判断を求めた。本案件

は、菅生曲輪にエドヒガンを 14 本植樹することに伴う現状変更である。事前の

試掘結果により、遺構に影響のないように植樹を実施する。 

【質疑応答】 

 委員：サクラを植えるから掘るのではなく、折角の機会として捉えてトレンチを設定       

    してはどうか。植樹が遺構を傷付けないのは大前提として、城郭の景観や輪郭をわ 

    かりやすくするような植栽計画を考えていってほしい。 

委員：菅生曲輪のかなり樹木が繁茂している場所の伐採を行うため、景観が大きく変       

    わるだろう。植樹する樹木をサクラだけでなく、四季折々楽しめる樹木も植樹       
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    しても良いのではないか。 

委員：伐採するスダジイにムラサキシジミという蝶がやって来る。ムラサキシジミ自体は 

    平地や山地で広く分布するが、都市部では見かけることは少なく貴重である。 

委員：植樹するサクラの大きさはどのくらいか。 

事務局：２メートルから２．５メートルの予定である。 

 委員：咲いたサクラの遺伝子を調べれば、その木が種子で生育したものか接ぎ木で生育し 

    たものか等さまざまな事が判明し、弱ってきた場合の対応を検討しておくことがで 

    きる。 

 

諮問結果：可とする。指摘事項の検討と修正を踏まえて事業を進めてほしい。 

  

 ⑶ 市指定史跡岡崎城跡の現状変更（龍の井修繕）について【公開】 

【事務局：説明】 

 本案件は、岡崎城本丸跡に設置されている井戸の屋根が傾いてきており、倒壊する恐れが 

ある。そのために屋根柱を地表から一点のラインで切断し、そこらか下を掘削除去し、新し 

い木材を設置、継手金具で修繕を行う。 

【質疑応答】 

 委員：井戸の櫓がいつ建てられたのかわかっているか。 

事務局：詳細な年は不明であるが、３０年前の資料には載っているためそれより前であるこ 

    とはわかっている。 

 委員：櫓の形式が鳥居を模しており、井戸の奥の祠と併せた神社の分祀のようにも見える。 

 

 諮問結果：可とする。史跡地内に残すものとして相応しい整備を進めてほしい。 

 

 ⑷ 岡崎市歴史的風致維持向上計画（第２期）案について【公開】 

【事務局：説明】 

 前回 10 月の第２回文化財保護審議会で協議した案件について委員の皆さまの意見を踏ま

えて、修正した内容である。また、パブリックコメントや所管する国土交通省、文化庁、農

林水産省からの意見も反映している。 

【質疑応答】 

 委員：60ページに岡崎城公園が現在の形態に至るまでの経緯が書いてあるが、本多家か 

    らの寄附や岡崎公園から岡崎城公園に名称を変更した理由等もう少し内容を追加 

    してはどうか。 

事務局：紙面の都合もあるが、できる限り反映する。 

 委員：５ページに「ねらい03」として「場づくり」が書かれており、「核となる歴史的な 

    建造物の確実な保存並びにその周辺の市街地環境の基盤整備及び良好な景観形成 

    が必要不可欠」とあるが新たな資産を発見し価値を見出していく旨を本文中に書か 

    れている内容なので、追記ほしい。 

事務局：本文中に記載のある内容なので追記する。 

 委員：さまざまな分野に話がまたがっているので、どのような内容かわかるようにキーワ 

    ードが記載してあると、読みやすい。 

事務局：今後の検討課題としたい。 

 委員：18ページの表１－２－１「岡崎市の合併経緯」内の大樹寺村に合併する村に井ノ 
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    口村が抜けているので追記してほしい。 

事務局：抜けているので追記する。 

委員：完成した岡崎市歴史的風致維持向上計画はどこで公開となるのか。 

事務局：担当課の窓口や中央図書館の他、本市のホームページで公開する。 

 委員：ホームページで掲載する際に知っている人しか辿り着けないようなページではなく、 

    トップページ等誰でもアクセスしやすいページで公開してほしい。 

 

諮問結果：可とする。指摘事項の指摘と修正を踏まえて事業を進めてほしい。他にも修正

事項があれば事務局に個別に伝えてほしい。 

 

２ その他 

次回の審議会開催について 

令和８年６月に開催予定。 


